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宮代 勲 

学生への指導方針 
学生の希望をふまえたうえでがん対策に関する研究課題を設定し、意義のある学術論文の
公表等につながるよう、研究を指導しています。 

学生に対する要望 
がん対策センタースタッフとともに、社会実装を意識した研究を通じて、がん対策で社会
に貢献したいというモチベーションのある大学院生を望む。社会人入学可。 

問 合 せ 先 
《Tel》 06-6945-1181 

担 当 者 宮代 
《Email》 miyashir@biken.osaka-u.ac.jp 

その他出願にあたって
の注意事項等 

出願前に電子メールや電話などで指導教官と連絡を取ること。日本語で日常的会話ができ
ること（日本語能力試験 JLPTの N1認定相当）。 
研究活動場所：大阪市中央区大手前 3-1-69 大阪国際がんセンター がん対策センター  
Website: https://oici.jp/ocr/ （「大阪」「がん情報」で検索） 

 
【研究内容】 
がん対策センターは、腫瘍医学のなかでも、特に、

「がん対策」に関する研究に取り組んでいます。 
大阪府がん登録情報をはじめとするリアルワールド

の大規模な統計資料を活用し、大阪府および日本全国
のがん対策やがん医療に寄与する社会実装を意識した
研究活動を展開しています。 
（https://oici.jp/ccc/outline/gaiyou/）
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